
















































ヒトの場合，第 1段階である 6ヶ月齢から 11ヶ月齢では鏡の像に笑いかけ
る，手で触れる，声を掛けるといった，鏡像を他者と見なす反応が見られる。
このような社会的行動を経た後に，第 2段階の 15ヶ月齢から 24ヶ月齢では，
鏡映像に対してしりごみをする，泣き出すなどの鏡を避ける反応が見られる。
そして第 3段階の 21ヶ月齢から 24ヶ月齢には，恥ずかしそうに鏡を見たり，
当惑した表情を見せたり，おどけた顔をしてみせる。この第 3段階の反応を
自己指向性行動と呼び，この時期を自己認知の始まりとすることが一般的であ


























ンパンジー（Gallup, 1970）の他にボノボ（Hyatt & Hopkins, 1994），オラ
ンウータン（Suarez & Gallup, 1981），ゴリラ（Patterson & Cohen, 1994），
バンドウイルカ（Reiss & Marino, 2001），アジアゾウ（Plotnik, de Waal, &
Reiss, 2006），カササギの一種であるカチガラス（コウライガラス）（Prior,
Schwartz, & Güntürkün, 2008）において自己鏡映像認知が確認された。こ
れらの研究により，自己鏡映像認知はヒトに特殊な能力ではないことが示され
た。また，自己鏡映像認知が確認された動物種に共通した類縁関係は認められ














（e.g., Sakai, Hishii, Takeda, & Kohshima, 2006 ; Tamaki, Morisaka, &
Taki, 2006）や，2頭が動きを同調させながら浮上したり呼吸したりする行動












に分類される。そして，ハクジラ亜目のうち体長が 3～4 m 以下の小型の種を

















































































































告した。Povinelli, Rulf, Landau and Bierschwale（1993）は 105頭のチン
パンジーを対象にしたが，全体の 20％しかマークテストに成功することがで
きなかった。Plotnik et al.（2006）は 3頭のアジアゾウを対象にし，1頭の
























められないとの報告（Suarez & Gallup, 1981）がある一方で、肯定的な結果











































































































られているフォン・エコノモ細胞（Von Economo neurons : VENs）が，ヒ
トと大型類人猿（Nimchinsky, Gilissen, Allman, Perl, Erwin, & Hof, 1999 ;
Allman, Watson, Tetreault, & Hakeem, 2005），鯨類（Hof & Van der











レビモニター（e.g., Eddy, 1996 ; Marten & Psarakos, 1994；明和，2006 ;
Toda & Watanabe, 2008）を使った手法やメタ認知（metacognition）と呼ば
れる自己の意識や状態の弁別といった観点からも研究が行われている（e.g.,
Smith, Sgields, & Washburn, 2003 ; Fujita, 2009 ; Call, 2010 ; Naka-
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